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本研究では母親のしつけスタイルとして愛情の一時的取り下げ (love withdrawal; 愛情や肯定的関

心を取り下げること、以下 LW) と合理的な説明によるしつけ (inductive reasoning; 問題行動がな

ぜ望ましくないかを論理的に説明すること、以下 IR) に焦点を当て、しつけスタイル間での子どもの

自己制御と精神的健康度に差を検討した。IR を行う傾向にある母親の子どもの方が LW を行う傾向に

ある母親の子どもの方が、自己制御能力および心身の健康度が高いという仮説が検証された。230 組

の母子を対象とした質問紙調査を行った。潜在プロフィール分析の結果、母子サンプルは低 LW 高 IR

の I 型、高 LW 高 IR の II 型、低 LW 低 IR の III 型の３群に分類された。潜在プロフィール分析によ

って明らかになったしつけスタイルを独立変数、子どもの自己制御能力と心身の健康度を従属変数と

した共分散分析を行った。所得を統制し共分散分析を行った結果、しつけスタイルとして合理的な説

明を多く用いる群の子どもはあまり用いない群に比べて自己制御能力が有意に高いことが示された。

本研究の結果から、論理的根拠に基づく説明を用いたしつけは子どもの自己制御を促進することが示

唆された。 
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